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I.研究 の 目 的
在宅介護が困難な家族にとって特別養護老人
ホーム (以下「特養」とする。)は重要な社会
資源である。しかし,特養で生活を送る高齢者
は身体的な障害のみならず様々な喪失体験をも
ち,無気力に陥りやすい。そして,その状況が
続くことで身体的な廃用性の障害が更にすすむ
と考えられている。(池田,2004)。そのような
精神的 。身体的な能力を低下させないために特
養においても,在宅ケア同様,サー ビス利用者
の社会関連性を大切にしたケアが求められてい
る (安梅,2000)。
エンパワメントとは辞書によると,「力や権
力を与えること,能力を与えること,可能にす
ること」と定義され,「個人が自己の生活をコ
ントロール・決定する能力を開発するプロセス」
を意味する用語として多くの支持者を得るに至っ
ている (野嶋,1996)(朝原,2000)(星,2004)。
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生活の場が変化することでエンパワメントの維持が困難になりやすいと考えられ
ている特別養護老人ホームで生活をする高齢者の施設入居前後の社会関連性の変化
を把握した。そして,その変化の理由を本人へのインタビュー,家族への質問紙調
査,施設内既存資料で得られた結果から事例検討により分析した。その結果,特養
で生活する高齢者のエンパワメント支援として1.本人の施設入居受け入れ支援2.特
養生活の中で役割を倫Jる3.家族とのほどよい距離感を感じる支援4.本人の落ち着く
居場所づくり5,視聴覚機能を補う支援の5点が明らかとなった。今後,事例別の結
果を現在のケア内容と照らし合わせ,エンパワメントを支援するケアの改善が必要
である。
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小田らは,高齢者ケアにおけるエンパワメント
について,「高齢者が生活全般にわたる適切な
サポートを受けることによって,最期の時まで
主体的なその人らしい生き方を続けていけるこ
とを実現していく働きかけこそ,高齢者ケアに
おけるエンパワメントの重要な働きである。」
と述べている (小田,1999)。
また,エンパワメント支援の理念として,1.
住民第一主義,2.情報提示と本人の意志決定
を重視した支援,3.専門家が住民の行動に価
値をつけて判断しないことが提唱されている
(星,2004)。介護予防が緊急課題の今日におい
て,高齢者エンパワメント支援は重要である。
本研究は,一生涯社会と自分の関わりをみつ
め自分の存在意義を認識することが主体的なそ
の人らしい生活を送ることに繋がり,エンパワ
メントを助けると考え,特養で生活する高齢者
の入居前後の社会関連性変化からエンパワメン
ト支援について検討した。
Ⅱ.対象 と方 法
平成18年6月にA市内の特養2施設において,
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高齢者12名に対して施設入居前後の社会関連性 ,
入居前から現在まで継続していること,施設入
居前後の役割内容・趣味内容,入居後の気持ち
の変化について構成的個人面接を行った。社会
関連性については安梅による社会関連性指標を
用い (安梅,2000),その5領域別に点数化し,
そのバランスを図示 した。また,同年 6月から
8月にかけて,対象高齢者の家族に対して面会
の頻度 。心得,家族の役割,施設生活を始めて
からの本人の気持ちについての調査を構成的質
問紙郵送法にて行った。さらに,特養で作成さ
れた対象高齢者の入居時からの情報記録から,
年齢,入居年月,入居前の家族構成,入居理由 ,
アセスメント内容,入居してからの介護度の変
化を把握 した。
Ⅲ.分析 方 法
対象高齢者社会関連性に関する特養入居前後
の変化結果を基に,本人への面接調査,家族へ
の質問紙調査,記録物で得られた結果から「生
活の主体性」,「社会への関心」,「他者との関わ
り」,「身近な社会参加」,「生活の安心感」の 5
領域の変化理由について個別に事例検討を行っ
た。さらに,事例検討で考えられた変化理由の
共通性を見いだしながら,特養で生活を送る高
齢者のエンパワメント支援について検討した。
Ⅳ。倫 理 的 配 慮
本調査を実施するにあたり,本学の研究倫理
審査委員会の承認を得た。
各施設長に対し,研究を実施したい旨の説明
と,研究対象者の選定,記録物閲覧を依頼 し,
書面にて同意を得た。高齢者への構成的面接で
は,高齢者本人に研究の趣旨を説明し,書面に
て同意を得た。本人が自ら書くことを希望 しな
い (または書くことができない)場合は,立会
人 (施設職員)が本人の意志を確認し,代筆 し
た。家族への調査は,調査用紙に倫理的配慮に
ついて明記し,調査用紙の返送及び回答があっ
たことで同意とした心個人名は高齢者本人,そ
の家族のデータ,記録物が揃った時点で記号化
し,個人の特定ができないように配慮した。
V.結果及び考察
回答の有効事例は12事例中11事例であり,対
象高齢者の平均年齢は84.5歳だった。
結果の概要を表 1に示した。
1,事例別の社会関連性の変化
1)事例 1について
本事例は,ゆくゆくは現在の特養入居を考え
ており,納得して入ったことで生活に対する意
欲を落とすことなく「生活の主体性」が維持で
きていると考えられた。家族との頻回な面会や
外泊時の近所の人との会話が今までの社会との
つながり感を保ち,本人の心の安定につながっ
ていると思われた。社会への関心,他者との関
わりは特養生活5年の中で徐々に薄くなってい
ると考えられるが,特養生活の中での役割を本
人の意向を聞いたり,本人の入居前の趣味を生
かしたものとすることで維持できると考えられ
た。
2)事例 2について
本事例は,特養入居前からショー トステイの
利用や夫の特養利用があったため,特養の様子
がよくわかっており,自ら入居を希望していた
ため,入居後の2年の生活では「生活の主体性J
を維持していると考えられた。家族も本人に家
族を感じさせる努力をしており,「生活の安心
感」が維持できていると考えられた。また、希
望して外出を行っているため,社会にも関心を
向けることが出来ていると考えられた。「身近
な社会参加」や「他者との関わり」は入居前後
で低下しているが,入居者同士の交流によぅて
維持が可能と考える。入居してから「気持ちが
楽になった」という気持の変化は,忙しい息子
夫婦にお世話をしてもらわなければならない負
い日から解放されたことが関係していると考え
られた。
3)事例3について
特養入居に当たっては生活の場を変えること
の納得に時間を要したが,自分の居場所を確保
することで「生活の主体性」が入居前と同様 ,
維持できていると考えられた。また,入居前と
同様に自分の居場所で本 。新聞をゆっくり読む
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表1調査結果一覧
事例NO 1 2
?
?
?
?
性別 女性 女性 男性
年齢
入居年 平成13年5月 平成16年4月 平成12年4月
入居前の家族構成 夫婦2人暮らし 息子夫婦と同居 夫婦2人暮らし
入居理由
デイサービス,ホー ムケルプサービスをⅢ用しながら在宅生活
をしていた。ゆくゆくは施設に入ろうと思っていたので入居の
申し込みをHI?4月に1った,顆番がきたので説明をした。
(入居しても外泊できる。 1つの生活の場として考えて欲しい)
夫だけでは介護が日難となってきたので本人が決断された,
家は商売をしており息子夫婦は毎日忙しかつた。夫が先に入居
したが、その頃から入居希望をもっておられた,時々 ショート
ステイを利用していた1ショートステイを手1用している時は大
との交流があるが家に掃ると孤独だった,夕食も不規即だった。
施設職貫との人間関係もよく、日IB 4月に入居。
糖尿病を有し、人工肛問を創設している。糖
尿病のコントロー ルのため入院。退院できる
ようになったが、家族に介護力がなく入所し
た。しかし、本人は納得できていなかつた。
本人は一時的なものと思つていた。
極設生活をはじめて
からの介護度の変化
入居時 2
現 在
職員のアセスメント
家族との関係は良好。ご主人とドライブに出かけた
り、家に帰つたときは近所の人と話をする。そのよ
うなことが本人の心の安定に繁がつている。ユ三ッ
トの中でも近所関係もよく、信頼されている。
裁縫が好きである。外出は買い物'散髪'食事。驚
聴のため話すときは職員が間に入リサボー トする。
買い物のために外出し、気分転換することが必要。
自分の時間を大切にして過ごすことが必要。
入居してから当分施設に蹴来めなかったが、ユニットを開始し
て本人の居場所(机と明かり)をつくると落ち着かれた,自分
のベースでゆっくりと新聞を読むのが日課である。行きたいと
ころ:戦争中に行つていたインドネシア 息子のいる沖褐
?
?
?
?
社会関連性
(施設入居前と入届
後の比較)
生活の安心感
身近な■会参加
国家庭
口施設
生活の主体桂
‐社会への関心
□家庭
□施設
他者との関わり
身近な社:と阜て音3う,こ:4i奪:
他者との関わり
0家庭 |
口施設 |
施設入居前と後
の役割の内容
入居前 農業・郵便局の仕事 炊事
入居後 タオルたたみ な し な し
施設生活を始めてからの気持の変化 変化なし 変化があつた (気持が楽になった) 変化なし
?
?
?
?
面会の頻度 ほば存事日 週 1回くらい 月1回以下
面会時の心がけ 本人が′b配するような話しはしない 好きな物を持っていく 楽しい話題を話す 近所の明るいニュー スを話す,励ます
家族の役割 無記入 家族を感じさせること 頻回の画会必要とされていると思ってもらえる心の支え
滝設生活を始めてからの本人の気持ちの変イと変化を感じる (少し明るくなった) 無記入 変化を感じる(表情が切るくなった気持が撮やかになった)
事例NO 4 5 6
?
?
?
?
1生月」 女性 女性 男性
年齢 77
入居年 平成12年7月 平成18年2月 平成13年7月
入居前の家族構成 娘夫婦と同居 息子夫婦と同居 夫婦2人暮らし
入居理由
脳梗塞の既往があり、不自由ながら家
庭で暮らしていた`役場から介護保険制度が始まる前に入居しないかという
勧めがあった。本人も家族に迷惑をか
けては申し訳ないと思い入居を決める。
H朽からショートステイを11用していた。入居の申し込みもし
ていた,ショートステイI‖月中下血し、救急車にて搬送される,
OHPにて協XのOPを編う。衛後落ち着いてきて特養での生活は
可能となった,息子夫婦は共鶴とのため家庭での介護は困難な
ため家族も本人も納得し入居.槻さんが当施設の職員1
HIBはショートステイを11用1息子が介護のために仕事をやめて
帰ってきた。最初は家で看たいと思ってiヽたが、介護を経験して「家では大変Jと考えるようになった。入居の話をした時も「とう
しようかJと送っていた1ケ7マネージャー0勧めもあり、本人
はあまり納得てきていなかつたが入居,徐々 に駐条んできた,
施設生活をはじめて
からの介護度の変|ヒ
入居時 5
現 在 3
職員のアセスメント
できるだけ白分のことは自分で出来るようになりたい。孫に会いたいと
思っている1今のペースを維持てきるよう、さりげない支援と家まとの
関係をつくり百会に来ていただいたり自宅外出なとして潤いのある生活
を送る。元気な頃は年の世孟や家事をこなしていたため、林が不自由に
なったら宗まへの即待が大きくなり、家疾はそれを負担に恩っていた,
他のユニットの人とよくお茶を飲んでいる。家族との面会が気
持の安らきとなっているので面会時の配慮と職員との関係づく
りをする。日課を通し楽しく会話しながらゆつくりとした生活
を送る。体調が良いときに希望しておられる墓参りを行う。
家族のこと、観成のことをとでも気にかけて大切にしておられ
る。好きなことをしたいときに出来るよう工夫する。日記を書
いたり、歌を唄ったり、習字をしたりと色々したいことがある。
長時間の作業は疲れるので疇員と―絡にli介～30分行う,
?
?
?
?
社会関連性
(施設入居前と入居
後の比較) 身::::と二|ヱti:::〕
他者との関わり
生活の主体性
■会への関心
国家庭
口施設
生活の主体性
'■会への関心
???
生活の安心感
身近な社会参加
生活の主lA牲
■会への関心
国家庭
口施設
他者との問わり
施設入居前と後
の役割の内容
入居前 炊事・牛の世話 炊事・墓掃除・草取り な し
入居後 おしばり・落とし紙たたみ 落とし紙たたみ ハモニカ
施設生活を始めてからの気持の変化 わからない 変化なし 変化なし
?
?
?
?
面会の頻度 ほば毎 日 週 1回くらい 週1回くらい
面会時の心がけ 本人が′心配するような話しはしない 無記入 懐かしい山菜を持っていく
家族の役割 無記入 出来るだけ話しをする 面会に出来るだけ行き、子ども,孫,規戚の議をする
施設生活を始めてからの本人の気持ちの変lt変化を感じる (性格が丸くなつた) 変化なし 変化を感じる(身体の調子がよくなったようだ)
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事例NO 7
?
?
?
?
性別 女性 男性 女性
年齢
入居年 平成18年1月 平成16年7月 平成16年6月
入居前の家族構成 娘夫婦と同居 独居 息子と2人暮らし
入居理由
自宅で介護を受けながら生活していた。
在宅サービスも利用していたが本人に馴
染まなかった。障害に合わせた住宅改修
も行った。当施設のショー トステイを利
用したら本人が「ここなら」と思われた。
H朽骨折をきっかけに入院。治療
が終わり老健に入居。帰っても在
宅生活は無理と考え弟が当施設入
居の申し込みを行う。本人も納得
ずみで入居。
Hll脳梗墓にて入院。退院後は自
宅近くの特護に入居。H12息子さ
んが死亡。その後、娘さんのいる
町の施設を希望。(本人娘共に)
施設生活をはじめて
からの介護償の変化
入居時 3 4
現 在 3 3
職員のアセスメント
時々家に帰りたい気持があるので、
できるだけ配慮する。今の生活意
欲を維持し,できることは暖かい
気持で見守る。
職員に気をつかっている。独居生活をしてい
たため人との関わりをあまり好まない。集団
で何かするときも離れたところで見ておられ
る。本、新聞、テレビ、国芸、盆栽が好き。
モルモットを部屋で飼っている。
えさは職員と買いに行く。家に帰
りたい気持がある。
?
?
?
?
社会関連性
(施設入居前と入居
後の比較)
他者との関わり
?
?
?
?
生活の安心感
身近な社会参
加
生活の主体性
社会への関心
g羅
割
生活の安心感
身近な■会参カ
生活の主体性
社会への関心
?
?
?
?
施設入居前と後
の役割の内容
入居前 炊事・親成づきあい 農業・家事 農業・新聞配達
入居後 な し な し 朝夕のお茶配り
滝設生活を始めてからの気持の変化 変化があった 変化なし 変化なし
?
?
?
?
面会の頻度 週1回くらい 週1回くらい 週2回くらい
面会時の心がけ 楽しく笑えるような話題を話す 耳が聞こえないので実えることを書く 無記入
家族の役割 ゆとりをもって見守り、関わること 家族を感じさせること 自宅に帰る回数を増やす
海設生活を始めてからの本人の気持ちの変化 変化を感じる (お互いよい点をみて話せるようになった) 入居してから親子関係がよくなった 変化を感じる(ボー っとしていることが多くなった) 変化を感じる(やきもちをやくようになった)
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事例NO 11
?
?
?
?
1生月1 女性 男性
年齢
入居年 平成13年4月 平成13年5月
入居前の家族構成 娘と同居 夫婦2人暮らし
入居理由
H9変形性膝関節症にて歩行不能
となり入院。H134まで老健を利
用。その後在宅での生活は無理と
いう判断からH13当施設に入居。
H12アルコール依存症のため、入
院。その後地元の老健を利用。そ
の後当施設の開設を知り、施設利
用を家族が希望され、本人も納得
し入居。
海設生活をはじめて
からの介護度の郷と
入居時 1 2
現 在 1
職員のアセスメント
朝昼時間を決めずに施設の周りを車椅子で回つたり、大
と語をしている。施設の外にはあまり出ない。役に立ち
たいという思いを大切に、眺濯協たたみJ「食器洗いJ
など、施設でできることを行ってもら,ことが必要。
落ち着いた生活が出来ている。苑長から勧められ自
己流で短歌をつくっている1毎月15日のみお酒を飲
む。毎日日記を書く。今の生活をできるだけ続けた
いと思っている。家族には元気であつて欲しい。
?
?
?
?
社会関連性
(施設入居前と入居
後の比較)
生活の安心感
身近な社会→
加
施設入居前と後
の役割の内容
入居前 家事全般 畑づくり
入居後 な し な し
施設生活を始めてからの気持の変化 変化なし 変イしなし
?
?
?
?
面会の頻度 月1回 月1回以下
面会時の心がけ 無記入 無記入
家族の役割 無記入 無記入
悔計生活を始めてからの4tAり気持ちの変化 わからない 変化を感じる(職員さんのケアで若々 しくなった)
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という自分のライフスタイルが出来たことで
「社会への関心」が維持できていると考えられ
た。
4)事例 4について
特養生活は本人の納得で始まっていた。また
本人に出来るだけ自分のことは自分で行おうと
する意志があるため「生活の主体性」,「社会へ
の関心」は維持できていると思われた。「生活
の安心感」は困ったときの相談相手の有無を聞
く項目について「困ったことがない」と答えて
いたためであり,それが阻害されているわけで
はないと考えられた。むしろ家族調査結果の
「入居後忙しかった家庭での生活から離れ,性
格が丸くなった」ことは安心して生活が出来て
いるからであると考えられた。
5)事例 5について
本事例は,特養への入居はスムーズに受け入
れられているため生活に対する意欲を落とすこ
となく生活ができていると考えられた。本人も
家族も入居前と比べて本人の気持ちに変化はな
いと考えている。入居して4ヶ月だが,「社会
への関心」項目の点数が以前より下がっている
のは,視力の低下から新聞,雑誌など読む機会
がなくなってきたことが原因と考えられた。
6)事例6について
本事例の「身近な社会参加」の項目の点数が
入居前後で下がっているのはパーキンソン病を
有し,あまり他の利用者との会話がないことが
理由と考えられた。しかし,団築の時間にハー
モニカをふき,他の利用者が歌をうたっている
ことから,ささやかではあるが自分の特技を生
かして社会参加をしているため,これを継続す
る必要があると考えられた。
7)事例7について
本事例は,本人が「ここなら」と思うほど様
子がわかっての入居であったため,入居後の
「生活の主体性,安心感」は入居前と変化はな
いと思われた。家にいたときは親戚づきあいや
家事の役割があったが,今は特にないことが
「身近な社会参加」項目点数を下げていると考
えられた。しかし,入居して家族と距離が出来
てから,お互いの良い点をみて話ができるよう
になり,親子関係が入居前より良くなったこと
から家族との新しい関係を作り上げている途上
であることがわかり,家族との関係の質は上がっ
ていると考えられた。
8)事例 8について
本事例は,入居してから2年が経過している
が,社会関連性は保たれていた。家庭で生活し
ている時からの趣味である「薄茶をたてること」
は今でも行っており,楽しみの一つとなってい
ると思われた。しかし,入居後の役割がなく,
それが「身近な社会参加」項目の点数を下げて
いると考えられた。その影響か,家族からみる
と「以前に比べてボーっとしていることが多く
なった」ように見えるのではないだろうか。自
分も役に立っているという実感がもてる役割を
探すことが必要である。
9)事例 9について
本事例は,以前から施設生活で,息子の死に
より娘が暮らす家の近くの施設を希望し入居と
なったため,特養での生活に抵抗はないと考え
られた。施設入居前より後の方が「社会への関
心」の項目が高得点になっているのは,家庭で
は忙しい生活で趣味は特になかったが,特養で
生活をするようになってから様々なことを習い,
趣味ができたからであると考えられた。家族は
週2回面会に来ており,家族とのつながりも保
つことが出来ていることも生活が安定している
ことにつながっていると考えられた。
10)事例10について
本事例は,特養入居5年が経過しているが,
ほとんど社会関連性の変化はみられなかった。
「身近な社会参加」項目の得点の低下は生活の
中での役割がないことからきていると考えられ
た。しかし,実際には役に立ちたいという気持
ちを大切にするため特養の中で洗濯物たたみを
役割として担ってもらうプランを実施している
が,本人にはそれらを自分の役割として認識し
ていないと考えられた。
■)事例■について
「生活の主体性」項目の点数が家庭生活の時
よりも上がっているのは,家庭にいた時はアル
コール依存症であり,生活が乱れていたためと
考えられた。また,視力が落ちたため,新聞,
雑誌は読まなくなっていた。施設長に勧められ,
入居後短歌や川柳を作るようになったが,本人
の「社会への関心」には反映されなかった。し
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かし,家族は「本人は職員との関わりで若々じ
くなった」と感じていた。このことから職員の
関わりが社会関連性に大きく影響していると考
えられた。
2.特養生活を送る高齢者のエンパワメント支
援のポイント
以上の事例検討を基に,特養生活を送る高齢
者のエンパワメント支援のポイントを以下5点
に整理した。
1)本人の特養入居の受け入れ支援
事例1.2.5.7は入所前からその特養に併設
されている在宅サービス事業所を利用しており,
特養の様子がよくわかっていた。長年住み慣れ
た生活の場から離れ,新しい生活の場に移るこ
とはだれでも抵抗があるが,新しい生活の場の
情報を十分に得ることで,これからの自分の生
活を創造することができる。事例4のように入
居の受け入れが「家族に迷惑だからJという理
由は,その他の事例の特養入居理由としても考
えられるが,近年の斬究報告でもエンパワメン
ト支援の理念として「本人の意志決定」力dある
と言われている (星,2004)ことから,これか
らの自分の生活を自分自身で考える主体として
本人が意思決定することが重要であると考える。
本人の施設入居後の生活が思い描けるような ,
家族・専門職によるケアが特養入居前から必要
である。
2)特養生活の中での役割を創る
障害をもちながら生活を送る場合も社会参加
は重要である (伊藤,2006)。事例 2.3.7.8,
10.■が施設入居後 「役割がない」 と答えてい
た。事例6は,入所前からの趣味であったハー
モニカを吹くことを自分の役割にしていた。大
切なことは,高齢者が自分で出来ることに焦点
を当てて助けるだけではなく,残された能力に
焦点を当てて社会的なつながりを積極的に作り
出し,失われた役割を取り戻したり,新しい役
割を創り出したりすることである (松岡,2002)。
グループリビングケアを参考に (小田,1999)
家庭で生活していた時に得意だった分野で,社
会的な役割を見つけ出すことが出来るプログラ
ムづくりが必要である。
3)家族とのほどよい距離感を感 じるケア
高齢者が,家族と共に暮らすことは一般的に
常松さゆり。諸井  望・金築 真志
は理想的と考えられているが,介護を必要とす
る高齢者はお世話を受けなければならない「負
い目」を常に感じていることが事例 2から伺え
た。また,事例 7は生活の場を家族と別にする
ことでどちらにも心の余裕が出来,家族関係が
改善されたと考えられた。身体介護中心のケア
よりも人間関係の調整を含む精神的なケアの重
要性を大河は述べている (大河,2004)。また,
「支援する側」と「支援される側」の双方がパー
トナーという関係 (星,2004)は双方に心の余
裕を必要とする。両者のほどよい距離を保つた
めに介護職は本人のみではなく家族との関係づ
くりを行い,そのパイプ役になることが必要で
ある。
4)本人の落ち着く居場所づくり
これからの介護は職員側からの垂直的な関わ
りに支配されず,生活の場を作 り出すことが重
要である (外山,2002)(泉田,2002)。事例 3
では,入所当時は不安定だった高齢者が,自分
の机や電灯をもつことで,そこを使って自分の
趣味,やりたいことができ,生活の安心感を高
めることにつながっていると考えられた。今ま
での生活史を振り返り,生活環境は変わっても
落ち着いて安心して過ごせる環境を創ることが
重要と考える。
5)視聴覚機能を補うケア
入居前と現在の介護度を比較するとほとんど
の高齢者に大きな変化はなかった。しかし,事
例 5。■は祝力の低下が顕著であった。社会に
関心を向けるためには,社会の出来事に関する
情報のキャッチが必要である。その2事例は視
力が低下したことで新聞や雑誌が読めなくなり,
そのことが原因で社会に対する関心がなくなっ
てきていると考えられた。新聞・雑誌の代読等 ,
ケアの中に積極的に取 り入れる必要がある。
Ⅵ。お わ り に
今回は事例検討で特養生活を送る高齢者のエ
ンパワメント支援のポイントを考察した。今後
は事例別に今回の分析内容の上に実際に行って
いるケア内容を置きながら,充分出来ているケ
ア,工夫が必要なケアについて明らかにし,エ
ンパワメントを促すケアの改善に繋げていきた
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いと考える。
本研究を行うにあたり,ご協力項いた施設利
用者の方々,家族の方々,職員の方々に深謝致
します。
*本研究は島根県立看護短期大学の平成18年度
特別研究費により行った。
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